
平成 26 年度 事業報告 

 

平成 26 年度は、地域福祉推進を目的として、住民の皆様や各種団体などから 

いただいたご意見やご要望をもとに策定した、『第 4次志免町地域福祉活動計画』 

（平成 24 年度～平成 28 年度）の 3年目となり、引き続き計画に基づいた活動を 

行うとともに、それ以外の新しい事業にも数多く取り組みました。 

 活動計画に挙げていた事業として、見守りネットワークを推進していくための

「見守りネットワークモデル事業」の実施、「地域福祉活動者交流会」として、 

民生児童委員・福祉推進委員との合同研修、意見交換会を開催しております。 

 その他に新たに取り組んだ事業として、「困った時はお互いさま」の関係構築 

を目指し、生活上の困りごとを住民同士の助け合いで解決に結びつける「地域 

支えあい事業」、社会問題として大きく取り上げられるようになった生活困窮者 

への支援として、一時的な経済困窮等により食事の確保が難しい世帯へ食料給付 

を行う「臨時食糧品等給付事業」、経済的な事情などにより学習機会が少ない 

中学生に対して、ボランティアによる学習支援を行う「学習サポート事業」を開始 

しました。 

また、志免町での大規模災害に備えた「災害ボランティアセンター」の実施に 

伴う体制整備として、設置運営訓練を実施しております。 

また当会では、ボランティアおよび福祉団体への助成を実施していますがその 

要綱を見直し、外部からの審査委員による審査を実施し、より適正な支援が出来 

るよう取り組みを開始しております。 

「障害者在宅介護支援センター」では、ケアプラン作成等にも取り組んでおり、

相談件数も増加しています。 

自主事業である「介護保険事業」、「障害者総合支援事業」におきましても、安心

して利用できるサービスを目指して、運営を行っております。 

また「赤い羽根共同募金」は、今年度は僅かに目標額には届きませんでしたが、

「賛助会員」と併せて、町内の皆様をはじめ、数多くの方々のご支援をいただき 

まして、感謝申し上げます。 

なお、平成 26 年度は当会の法人化 35 周年を迎えるにあたり、その記念事業と 

して、第７回「社会福祉大会」を開催いたしました。これも関係機関は勿論、地域

の皆様のご支援の賜物と深く感謝申し上げます。 

 これからも皆様から、ご理解とご協力を得られる社会福祉協議会として、役割 

を果たしていく所存でございますので、ご支援およびご協力の程、何卒よろしく 

お願いをいたします。 

それでは、平成 26 年度の事業実施の状況について、次のとおり報告いたします。 

 

 



1. 地域福祉の充実促進 

（1）ふれあいのまちづくり事業 

 

 ①福祉推進委員活動の推進 

     各町内会で、おひとり暮らし高齢者や障がい者などの援護が必要な方への見守り 

安否確認活動を組織的に展開していただきました。 

 

 

 

 

 ・校区別福祉推進委員視察研修 

  平成 26 年度 平成 25 年度 

東校区 別府三町内会へ  9 月 11 日（木）参加者 4 人 参加者 03 人 

南校区 アネシス町内会へ 9 月 12 日（金）参加者 4 人  参加者 06 人 

中央校区 松ヶ丘町内会へ  9 月 14 日（木）参加者 5 人 参加者 06 人 

西校区 アネシス町内会へ 9 月 12 日（金）参加者 5 人 参加者 02 人 

計          参加者 18 人 参加者 17 人 

 

②地域福祉活動への支援 

７月に各町内会へ賛助会還元金として「地域福祉活動費」の交付を行いました。 

 

③地域で開催される「ふれあい・いきいきサロン」への支援 

  28 町内会の「ふれあい・いきいきサロン」活動に助成を行いました。 

 

 

 平成 26 年度 平成 25 年度 

見守りネットワーク組織化 30 町内会 30 町内会 

福祉協力員 640 人 606 人 

  平成 26 年度（28 町内会） 平成 25 年度（28 町内会） 

東校区 田富、成和、向ヶ丘、志免三 

松ヶ丘、東区   〔計 6 町内会〕 

田富、成和、向ヶ丘、志免三 

松ヶ丘、東区   〔計 6 町内会〕 

南校区 水鉛、桜丘一、桜丘中央、桜丘南 

石橋台      〔計 5 町内会〕 

水鉛、桜丘一、桜丘中央、桜丘南 

石橋台      〔計 5 町内会〕 

 

中央校区 

志免二、志免四、志免五、志免六 

坂瀬、南里一、南里三、王子八幡 

         〔計 8 町内会〕 

志免二、志免四、志免五、志免六 

坂瀬、南里一、南里三、王子八幡 

        〔計 8 町内会〕  

 

西校区 

南里二、別府、別府一、別府二 

別府三、鏡、アネシス、御手洗 

サンリヤン    〔計 9 町内会〕 

南里二、別府、別府一、別府二 

別府三、鏡、アネシス、御手洗 

サンリヤン    〔計 9 町内会〕 



 

④行政・施設・民間福祉関係者との連携 

 ・「認知症サポーター養成講座」を地域包括支援センターや町内のキャラバンメイト 

  と協力し、開催しました。（22 回実施） 

 ・地域包括支援センター、健康課、障害者在宅介護支援センターと 2 ヶ月に 1 回、 

「情報交換会議」を開催しました。 

 

⑤総合相談所の開設（福祉相談、法律相談） 

あらゆる悩みごとの解決の糸口を探すという観点から、他の相談機関とも連携し、 

住民の日常生活上のあらゆる相談に応じ、適切な助言や援助で問題の早期解決、 

福祉の推進を図りました。その他、福祉相談も実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平成 26 年度   平成 25 年度   

法律相談 23 日 143 件 24 日 157 件 

交通事故相談 7 日  8 件    7日 210件 



（2）共同募金配分事業の充実 

 

 ①高齢者福祉の推進 

 ・地域で開催される「楽しく食べて語ろう会」への 70 歳以上ひとり暮らしの方の 

参加に対する助成（町内会の 70 歳以上おひとり暮らしの方に助成） 

  

・70 歳以上ひとり暮らしのつどい「楽しく食べて語ろう会」の開催 

   今年度は、町内会長や民生児童委員の皆さんにも呼びかけを行い、5 回に分けて 

開催しました。 

   南校区 6 月 4 日（水）、東校区 6 月 11 日（水）、西校区 6 月 18 日（水）、 

中央校区①6 月 25 日（水）、中央校区②7 月 2 日（水） 

   開催場所：老舗割烹料理「松活」  

   

  

     

 

 

 

 

  平成 26 年度 平成 25 年度 

 

東校区 

田富 16 人、成和 6 人 

向ヶ丘 15 人、松ヶ丘 3 人 

東区 12 人    1 〔計 52 人〕 

田富 13 人、成和 6 人 

向ヶ丘 13 人、志免三 13 人 

松ヶ丘 14 人    〔計 59 人〕 

 

南校区 

吉原 4 人、水鉛 5 人 

桜丘中央 23 人、桜丘南 12 人 

石橋台 2 人     〔計 46 人〕                        

吉原 4 人、水鉛 5 人 

桜丘中央 18 人、桜丘南 13 人 

石橋台 1 人     〔計 41 人〕 

 

 

中央校区 

志免二 5 人、志免四 6 人 

志免六 12 人、坂瀬 45 人、 

南里一 7 人、南里三 11 人、 

王子八幡 7 人    

〔計 93 人〕 

志免二 6 人、志免四 7 人 

志免五 5 人、志免六 7 人 

坂瀬 41 人、南里一 4 人 

南里三 8 人、王子八幡 9 人    

〔計 87 人〕 

 

 

西校区 

別府 10 人、別府一 12 人、 

別府二 20 人、別府三 3 人、 

鏡 9 人、アネシス 10 人、 

御手洗 2 人 

〔計 66 人〕 

南里二 5 人、別府 9 人 

別府一 11 人、別府二 17 人 

別府三 8 人、鏡 10 人 

アネシス 7 人、御手洗 4 人 

〔計 71 人〕 

 計 24 町内会 257 人 26 町内会 258 人 

校  区 平成 26 年度 校  区 平成 25 年度 

東校区 62 人 東校区 182 人 

南校区 49 人 南・西校区 112 人 

西校区 63 人    ―  ― 

中央校区 110 人 中央校区 112 人 

計 284 人 計 306 人 



 

・ひとり暮らしの会「さくら会」との連携 

  主な活動：バスハイク（年 8 回） 

・在宅介護者への支援 

日帰りバスハイク 7 月 11 日（金）日田温泉「ひなの里山陽館」、 

                 日田天領水の里元氣の駅 

3 月 20 日（金）宗像王丸・天然温泉「やまつばさ」、 

道の駅むなかた 

講演会      2 月 22 日（日）シーメイトホール 

 講演：「志免町地域包括ケアシステムをみんなでつくろう 

～超高齢社会、みんなで渡れば怖くない！～」 

 講師：兵庫県尼崎市 長尾クリニック 院長 長尾和宏 氏 

 

 

 

 

 

 

 ・見守りネットワークモデル事業指定 

   見守りネットワーク活動を充実させるためにモデル指定事業を行うことで、 

   活動の充実を図りました。 

モデル指定：1 カ所（志免 2 町内会） 

 

②障害者（児）福祉の推進 

・障がい児・者団体連絡協議会「こころのまど」への支援 

・在宅介護者の会（すみれの会）への援助 

主な活動：定例会、花見、勉強会、日帰り旅行、新年会など 

・障がい者福祉啓発事業の開催 

「やさしさのつどい」として、障がい児・者団体連絡協議会「こころのまど」、 

ボランティア連絡協議会と共同で事業を行いました。 

※法人化 35 周年記念「第 7 回社会福祉大会」と同時開催。 

 開催日：11 月 30 日（日）   

 ※参加者数はいずれもパンフレットの残数などによる推計 

 

 

 

 

 

  平成 26 年度 平成 25 年度 

日帰りバスハイク（第 1 回） 28 人 25 人 

日帰りバスハイク（第 2 回） 27 人 26 人 

    講 演 会 4 人 10 人 

計 59 人 61 人 

 平成 26 年度 平成 25 年度 

参加者 530 人   600 人  



 

③児童・青少年福祉の推進 

・地域で開催される「子育てサロン」への助成・支援  

 

・保育園・幼稚園世帯対象事業の開催 

  ものづくりを兼ねた子育て講座を開催しました。（託児付き） 

  保育園・幼稚園児対象「いっしょにつくろう！ヘンテコいす」 3 月 8 日（日） 

講師：NPO 法人子ども文化コミュニティ 柴藤美保 氏 

 

 

 

 

・ひとり親家庭対象事業の開催 

  ニーズ把握と兼ねる形で、ひとり親家庭を対象とした料理教室を実施しました。 

「ひとり親家庭親子料理教室」 8 月 24 日（日） 

 

 

 

 

・地域で開催される「ふくしの世代間交流」行事への支援（町内会へ助成） 

 

・遊具の貸出 

平成 26 年度（7 町内会） 平成 25 年度（7 町内会） 

吉原、桜丘南、志免四、南里二、アネシス 

サンリヤン、モントーレ  

吉原、桜丘南、志免四、南里二、アネシス、

サンリヤン、モントーレ  

平成 26 年度 平成 25 年度 

参加者 19 人 

（親子 8 組：親 9 人、子ども 10 人） 
全 3 回 参加者延べ 24 人 

平成 26 年度 平成 25 年度 

参加者 7 人 

（親子 3 組：親 3 人、子ども 4 人） 

参加者 9 人 

（親子 4 組：親 4 人、子ども 5 人） 

  平成 26 年度（30 町内会） 平成 25 年度（30 町内会） 

東校区 田富、成和、向ヶ丘、志免三 

松ヶ丘、東区   〔計 6 町内会〕 

田富、成和、向ヶ丘、志免三 

松ヶ丘、東区   〔計 6 町内会〕 

南校区 水鉛、吉原、桜丘一、桜丘中央 

桜丘南、石橋台   〔計 6 町内会〕 

水鉛、吉原、桜丘一、桜丘中央 

桜丘南、石橋台   〔計 6 町内会〕 

 

中央校区 

志免二、志免四、志免五、志免六 

坂瀬、南里一、南里三、王子八幡 

         〔計 8 町内会〕 

志免二、志免四、志免五、志免六 

坂瀬、南里一、南里三、王子八幡 

        〔計 8 町内会〕  

 

西校区 

南里二、別府、別府一、別府二 

別府三、鏡、アネシス、御手洗 

サンリヤン、モントーレ 

〔計 10 町内会〕 

南里二、別府、別府一、別府二 

別府三、鏡、アネシス、御手洗 

サンリヤン、モントーレ 

         〔計 10 町内会〕 



 

④福祉教育の推進 

・小中学校福祉教育担当者連絡会の開催（2 回） 6 月 13 日（金）・3 月 24 日（火） 

・志免町教頭会への参加  4 月 16 日（水） 

・小中学校へ福祉教育費助成   

 

 

 

・出前ふくし講座の開催（認知症サポーター養成講座も含む） 

  町内会、学校、チャレンジ広場、企業などで行いました。   

 

 

 

・中学生ボランティアスクールの開催 8 月 20 日（水）～22 日（金） 

1 日目 障がいのある方からの講話（講師：柳谷 学 氏）  

車いす体験、社協デイサービス（輝き、青空、太陽）での実習 

   2 日目 視覚障がいのある方からの講話（講師：伴 芳子 氏）  

    アイマスク・ガイドボランティア体験 

    点訳・朗読ボランティア体験（ほたるの会、テープの会） 

3 日目 九州補助犬協会より講話・介助犬体験、交流会 

 

 

 

・町内会長・福祉推進委員合同研修会の開催 1 月 23 日（金）鞍手町社会福祉協議会   

 

 

 

 

・四者合同会議の開催 

  第 1 回 7 月 8 日（火）講演：「困ったときはお互いさまの地域活動を 

拡げていくために」 

講師：嘉麻市社会福祉協議会 事務局次長 渡辺 進 氏 

平成 26 年度 平成 25 年度 

小学校 4 校 小学校 4 校 

平成 26 年度 平成 25 年度 

計 51 回 参加者 1,108 人 計 38 回 参加者 1,093 人 

平成 26 年度 平成 25 年度 

参加者 17 人 参加者 13 人 

 平成 26 年度（参加者 37 人） 平成 25 年度（参加者 45 人） 

参加者内訳 
町内会長   15 人 

福祉推進委員 22 人 

町内会長  19 人 

福祉推進委員 26 人 

 平成 26 年度（参加者 94 人） 平成 25 年度（参加者 94 人） 

 

 

参加者内訳 

町内会長 20 人 

民生児童委員 22 人 

福祉推進委員 21 人 

理事・監事・評議員 30 人 

その他 1 人 

町内会長 22 人 

民生児童委員 17 人 

福祉推進委員 21 人 

理事・監事・評議員 34 人 



   

第 2 回 8 月 26 日（金）「赤い羽根共同募金運動について」 

（県社協からの講演、志免町での配分事業の説明、校区別協議） 

 

・福祉推進委員サロンの開催 

 

 

 

・福祉用具の貸出 

・レクリエーション道具の貸出 

・地域福祉活動者交流会の開催 2 月 24 日（火） 

  地域福祉活動を担っている民生児童委員と福祉推進委員が、より一層の連携を 

  図るため、講演や町内の福祉推進委員からの事例発表、意見交換を行いました。 

 

講演：「地域福祉活動を行う上での個人情報の取り扱いについて」 

講師：福岡県社会福祉協議会 地域福祉部 地域課 山本大信 氏 

事例発表：「民生児童委員と福祉推進委員との連携について」 

発表者：王子八幡町内会 福祉推進委員 辻山利子 氏 

・法人化 35 周年記念第 7 回社会福祉大会の開催 

  当会の法人化 35 周年を記念して、「第 7 回社会福祉大会」を開催しました。 

  ※障がい者福祉啓発事業「やさしさのつどい」と同時開催。 

  日時：11 月 30 日（日）10 時～12 時 30 分 シーメイトホール 

  大会表彰 社会福祉功労者（表彰状）個人：1 名、団体：4 団体 

       高額寄付者（感謝状）  団体：1 団体 

  記念講演：「やさしい街 やさしい人」 講師：石井めぐみ 氏 

 

⑤ボランティア活動の推進援助および啓発活動 

・ボランティア連絡協議会活動への支援   

・社協所属ボランティア各団体活動への支援 

 平成 26 年度（参加者 101 人） 平成 25 年度（参加者 88 人） 

 

参加者内訳 

町内会長 20 人 

民生児童委員 23 人 

福祉推進委員 25 人 

理事・監事・評議員 33 人 

町内会長 20 人 

民生児童委員 24 人 

福祉推進委員 15 人 

理事・監事・評議員 29 人 

平成 26 年度 平成 25 年度 

 年 4 回開催 参加延べ人数 16 人 年 4 回開催 参加延べ人数 9 人 

 平成 26 年度（参加者 55 人） 平成 25 年度 

参加者内訳 
民生児童委員 31 人 

福祉推進委員 24 人 
― 



  

手話の会〔指友会〕 

テープの会〔あじさい会〕 

点字の会〔ほたるの会〕 

介護ボランティア〔コスモスの会〕 

障がい児（者）を支える会〔志免町 野の花会〕 

散髪ボランティア〔カットボランティア〕 

社協お手伝いボランティア〔かすみ草〕 

農園ボランティア〔ふたば会〕 

やすらぎの郷訪問ボランティア〔野菊の会〕 

障害者デイサービス支援ボランティア〔レインボーグループ〕 

視覚障害者ボランティアサークル〔志免瞳の会〕 

志免町赤十字介護奉仕団〔ふきのとう〕 

大道芸ボランティア〔てまり一座〕        合計 13 団体 

・まちづくり支援室との連携 

・各種ボランティア講座への支援 

ボランティア入門講座  10 月 24 日（金） 

 講演：「定年後の過ごし方を考えてみませんか？ 

～経験者を囲んで、体験談を聞こう！！～」 

講師：NPO 法人ミディエイド 今村晃章 氏 

Team 前向き 川崎輝昌 氏 

志免町ボランティア連絡協議会 畑土志春 氏 

公園活用プロジェクト X 北野繁治 氏 

 

 

 

⑥広報活動 

・社協だよりの発行 年６回（他 共同募金関係報告１回） 

・共同募金の広報啓発活動の実施 

・ホームページで、各部署からのお知らせやブログを掲載しています。 

 

⑦地域福祉活動計画 

・第 4 次地域福祉活動計画の進捗状況把握 

福祉部会にて、進捗状況を報告しました。 

 

 

 

 

平成 26 年度 平成 25 年度 

受講者 27 人 全 3 回 受講者 25 人 



 

⑧その他の活動 

・災害ボランティアセンターの体制整備 

志免町での大規模災害に備えた「災害ボランティアセンター」の実施に伴う体制 

整備として、9 月 7 日（日）に設置運営訓練を社協職員などで実施しました。 

  参加者：志免町社協職員 32 名、他社協職員 5 名、役場職員 1 名 合計 38 名 

・生活困窮者への支援 

 臨時食糧品等給付事業 

 諸事情により、経済的に困窮し、食事の確保が難しい世帯を対象に、食糧給付を 

行いました。 

給付世帯：29 件 

 学習サポート事業 

  世帯の状況等により、学習機会の少ない町立中学校の生徒を対象にボランティア 

  による学習支援を 7 月 19 日（土）より、毎週土曜日 10 時～12 時に行いました。 

  開所日：27 日（祝日、年末年始、学校行事などの際は中止） 

  参加生徒：6 人 

  ボランティア：17 人 

  ※当初、中学 3 年生に限定していましたが、12 月より中学 1～2 年生も対象として 

   います。 

・ボランティア育成・福祉団体等への助成 

  ボランティアおよび福祉団体等への助成について、要綱を新たに作成して、配分申請

内容について、審議を行う配分審査会を設け、より適正な助成を行いました。 

 助成対象事業 申請件数  決定件数 

 団体活動運営費 17 件 15 件 

 団体研修事業費 3 件 3 件 

 備品購入費  1 件 1 件 

    計 21 件 19 件 

・不登校・引きこもりの方への支援 

「不登校・引きこもり」で悩む家族勉強交流会 3 月 14 日（土） 参加者 3 人 

講演：「相談機関や支援内容について知ろう」 

講師：NPO 法人 JACFA 理事長 浅海道子 氏 

・地域支えあい事業 

  日常生活の中で、自分や家族だけでは解決が出来ない困りごとを抱えている方々に 

「利用会員」として登録して貰い、それに対して、「協力会員」として登録した住民 

の方が、必要な支援を行うことによって、その解決を図るものです。 

  利用会員登録：8 人 

  協力会員登録：25 人 

  活動回数：9 回 



 

（3）賛助会員事業の充実 

 

①障害者（児）一時預かり事業 

町内在住の小学生の障害児対象 

 平成 26 年度 平成 25 年度 

実施日数 29 日 51 日 

利用延人数 51 人  137 人 

  

②チャイルドシート貸出事業 

 

 

 

 

（４） 受託事業 

 

① 福祉バス事業  

 平成 26 年度 平成 25 年度 

運行回数 144 回 144 回 

利用者数 3,110 人 2,653 人 

1 回当たり 21.6 人 18.4 人 

  

② 障害者在宅介護支援センター事業（支援センターすまいる）  

 平成 26 年度 平成 25 年度 

相談延件数 2,024 件 1,086 件 

  

③外出支援サービス   

 平成 26 年度 平成 25 年度 

高齢者 251 回 248 回 

障害者 75 回 100 回 

 

 ④母子家庭等日常生活支援事業      

 平成 26 年度 平成 25 年度 

活動延時間数 55 時間 14 時間 

  

 

 

 

 平成 26 年度 平成 25 年度 

件 数     33 件    33 件 



 

⑤生活福祉資金貸付事業    

 平成 26 年度 平成 25 年度 

相談件数  84 件 110 件 

申請件数  27 件 032 件 

決定件数  22 件 031 件 

 

 ⑥日常生活自立支援事業 

 平成 26 年度 平成 25 年度 

契約件数   9 件  6 件 

新規契約   5 件  4 件 

解 約   2 件  2 件 

支援回数  134 回 130 回 

  

⑦共同募金事業    募金事務代行 

 

２．自主事業の拡大と推進 

（１）自主事業の安定経営 

 ①事業広報用の PR チラシを作成しました。 

 ②宣伝誘致活動を兼ね、養護学校、病院等へ利用者拡大のお願いへ出向きました。 

 ③事業所間で絶えず連携を行い、サービスの向上に努めました。 

 

（２）社協の組織体制強化 

 ①理事会・評議員会  理事会 5 回  評議員会 2 回 

 ②専門部会  総務部会 1 回  福祉部会 5 回  広報部会 6 回  財政部会 3 回 

 

３．自主財源の確保           

（１） 介護保険事業の経営と拡充 

 

①指定居宅介護支援事業 

 平成 26 年度 平成 25 年度 

ケアプラン作成  966 件    906 件 

  

②指定訪問介護事業 

  平成 26 年度 平成 25 年度 

実施延人数  430 人    450 人 



  

③ 指定通所介護事業 

 

 

  

 

  

 

（２） 自立支援制度事業の経営と拡充 

 

①障害者（児）ホームヘルプサービス   

 平成 26 年度 平成 25 年度 

活動延人数   186 人 209 人 

 

 ②身体障害者デイサービス  

 

 

 

 

 

 

 ③知的障害者デイサービス  

 

 

 

 

 

 ※「身体障害者デイサービス」・「知的障害者デイサービス」は、「福祉課」と月 1 回、 

  「情報交換会議」を開催しています。 

 

（３）賛助会員の加入促進 

 

 

 

 

 

 

 

  平成 26 年度 平成 25 年度 

実施日数  289 日 291 日 

利用延人数 5,472 人 5,650 人 

1 日平均利用人数 018.9 人 019.4 人 

  平成 26 年度 平成 25 年度 

実施日数  241 日 242 日 

利用延人数 1,445 人 2,116 人 

1 日平均利用人数  6.0 人 8.7 人 

  平成 26 年度 平成 25 年度 

実施日数  243 日  241 日 

利用延人数 2,054 人 2,413 人 

1 日平均利用人数  8.5 人 10.0 人 

  平成 26 年度 平成 25 年度 

賛助会員数    3,928 件 3,669 件 

金   額 5,359,000 円 5,294,000 円 



 

（４）共同募金運動 

   共同募金会志免町支会と連携して、募金協力をお願いした結果、次の実績をおさめ 

ました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）町民、団体等からの支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平成 26 年度 平成 25 年度 

目 標 額  10,361,185 円  10,183,000 円 

実 績 額 

（内訳） 

戸 別 募 金 

法 人 募 金 

有 志 募 金  

街 頭 募 金 

学 校 募 金 

箱 設 置 募 金 

ﾊﾞｯｼﾞ､図書・ｸｵｶｰﾄﾞ等 

赤い羽根自動販売機募金 

10,153,476 円 

 

7,886,410 円 

1,392,034 円 

329,681 円 

328,902 円 

70,288 円 

55,056 円 

71,103 円 

20,002 円 

10,361,185 円 

 

8,014,240 円 

1,417,008 円 

343,137 円 

322,263 円 

109,572 円 

61,795 円 

74,359 円 

18,811 円 

  平成 26 年度 平成 25 年度 

寄附金 14 件   403,444 円 29 件     862,091 円 

香典返し 12 件   410,000 円 14 件    1,140,000 円 

物 品    01 件   車いす 1 台 

             

04 件   歩行補助者 1 台 

子ども用車いす 2 台 

  ソファー1 脚 

おむつ 


